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1．  研究の目的  

小学校 1 年「くり下がりのひき算」の実践

において，抽出した子どもがどのように考え

てくり下がりのひき算の計算の仕方を獲得し

ていくのかを探っていく．抽出児の思考の様

相をもとに，効果的な指導計画のもとに授業

が行われたか，または既習とのつながりを生

かして課題解決することができたか，さらに

は授業のどのような場面で計算方法について

の考えが変容したかを探り，本単元のよりよ

い指導のあり方について考えていくのが本研

究の目的である．  

 

2．  研究の方法  

Y 県の国立大附属小学校 1 年生 34 名を対

象に「くり下がりのひき算」の授業実践を行

う．1 年生の子どもがどのようにくり下がり

のひき算の計算の仕方を獲得していくのか，

その過程を探るために，次の資料を集め，分

析を行った．第 1～9 時と第 11 時の授業の記

録をすべて残した．  

（1）授業実践に関する資料の収集  

①  全授業のビデオ撮影  

授業全体と，抽出した A 児，B 児を撮影し

た．3 台のカメラを使用した．  

②  授業プロトコルの記録  

3 台のビデオ撮影の記録をもとに，授業全

体に加えて，A 児と B 児の自力解決の様子や

比較検討でのつぶやきなども含めたプロトコ

ルを作成した．  

③  全児童のノート記述の記録  

授業後に全児童のノート記述をデジタルカ

メラに収めた．記述内容を表計算ソフトにま

とめ，全児童の記述表現をまとめた．  

④  最終板書の記録  

デジタルカメラで最終板書を記録した．  

（2）収集資料の分析  

前項で述べた各種資料を用いて分析を行う．

分析の視点は，授業全体で価値づけている方

略と抽出児の方略とを比較して，共通点や相

違点を明らかにすることである．この分析を

もとにして，既習との関連や指導計画，さら

には授業内容について考察していく．  

 
3．  研究の内容① ～実践前の教材研究～  

（1）くり下がりのひき算の計算の仕方につ

いて  

計算の仕方は，a)数えひき，b)減加法，c)

減々法の 3 種類がある．13－7 を例に挙げて

図に示すと，次のようになる．  

a)【数えひき】10 のまとまりを意識せずに，

どこからでもよいから 7 をとる方法  

 

 
b)【減加法】10 のまとまりから 7 をひいて，

残った 3 と端数の 3 をあわせる方法  
 
 
c)【減々法】まず端数の 3 をひき，つぎに 10

のまとまりから 4 をひく方法  

 

 
数えひきは，数えないとできない方法である

ため，減加法か減々法のどちらがよいか，と

いうことになる．杉山(2008)は，減加法と減々

法のどちらがよいかについて，「減々法はあま

り勧められません． (中略 )繰り下がりをよく

間違えるからです．」「一般には減加法が勧め

－ 73 －



－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



－ 78 －



－ 79 －



－ 80 －



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     318
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





